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第３題材指導計画　　「遊びの中で育った私」（全６時間）
	時
	ねらい
	学習活動
	評価規準，指導・援助

	1 幼児の生活と遊び
	幼児の生活の特徴や遊びの役割について考えることを通して，遊びは心身の発達を促し，人格形成に大きな影響を与えることを理解することができる。

	○幼児期の生活時間のモデルを見て，気付いたことを交流する。
幼児は遊ぶことでどんなことを，身に付けているのだろうか。



○自分が幼い頃遊んでいた遊びは何か交流する。

○誰とどんな遊びをしていたか発表し，その遊びからどのような力が身に付くか考え，交流する。

〇幼児の遊びの意義をまとめ，本題材の貫く課題を確認する。
＜貫く課題＞
遊びを通して，幼児の成長によりよく関わるにはどうしたらよいか。





○学習の振り返りを行う。
心身の発達に応じて遊びは変化しているんだな。遊びを通して，運動能力や言葉，コミュニケーション能力等が高まり，心が豊かになったり，生活習慣が身に付いたりすることが分かった。幼児と一緒に楽しく遊ぶためにはどうしたらよいか学習したい。






	
・幼児期の遊びについて，
　事前に聞きとり調査をしておく。

・写真や調べてきたことから，幼児にとって遊びは心身の成長につながっていると，イメージしやすくする。





【協力・協働】
【生活文化の継承・創造】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児の生活の特徴や遊びの役割について理解している。


	2 幼児の遊びの工夫
	幼児との関わり方について，実践を評価・改善する力を身に付けることができる。
	· 幼いころに遊んだおもちゃについて交流する。
幼児にとって「よいおもちゃ」をつくる計画をしよう。




○幼稚園で使用されていたおもちゃの写真や市販のおもちゃから気付いたことを交流し，幼児に適したおもちゃの条件を整理する。

○触れ合い活動での遊びを充実させるために，使うとよい道具やその使い方を考え，計画をする。

○学習の振り返りを行う。
おもちゃがあると，さらに楽しい遊びになりそうだ。仲間とコミュニケーションをとりながら，運動能力も鍛えられるボーリングをつくりたい。色をカラフルにしたり，音が出たりする工夫をしたい。



計画立案

	

・幼稚園で使用されているおもちゃや市販のおもちゃの実物または写真を観察し，工夫している点を見つけ，取り入れられるようにする。

・どんなおもちゃでもよいわけではなく，発達やその子の興味に合ったおもちゃであることが大切であることを押さえる。

【協力・協働】
【生活文化の継承・創造】
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫
幼児のためのおもちゃの条件を理解し，幼児の心身の発達に応じた，工夫ある遊び道具やその使い方を考え，計画している。

	3 　幼児との接し方
	幼児の興味・関心や心身の発達，その時の状況に応じた関わり方について考え，幼児の表情，話し方，姿勢などに配慮しながら幼児と触れ合おうと考えることができる。
	○前時までに計画したおもちゃの紹介をやってみて，幼児にふさわしいおもちゃであったか，幼児と関わって遊べそうなおもちゃであったかなど，互いに評価したり，改善した方がよいと思うところを提案したりして交流する。

楽しく，充実した触れ合い活動にするために，どのように幼児と接するとよいのだろうか。




○幼児との接し方で心掛けるとよいことを考え，交流する。

○保育士が，幼児と接する様子をＶＴＲで確認し，気付いたことを交流する。

○どのような思いで幼児と接しているか，幼稚園の先生の思いを確認する。

○交流したことをもとに，自分の班で計画している遊びの進め方を班ごとに相談，練習する。

○本時工夫したことを交流する。

○学習の振り返りを行う。
幼児が怖がらないように，笑顔や目線に気をつけたい。また，緊張すると早口になってしまいやすいので，直していくよう心掛けていきたい。幼児の気持ちを考えて行動し，ほめたり，優しく叱ったりできるようになりたい。





	
・保育士が幼児と接する様子のＶＴＲを準備し，どのような言葉かけ，表情，態度で接すればよいか，ポイントをしっかりとつかませる。

・幼児のその時の状況に応じて遊びの内容や方法，接し方を工夫する大切さを伝える。

・施設で幼児と遊ぶだけになってしまわないように，触れ合い活動の課題や観察のポイントをつかませておく。

【協力・協働】
【生活文化の継承・創造】
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫
幼児の興味・関心や心身の発達，その時の状況に応じた関わり方について考え，「幼児との触れ合い活動」で表情，話し方，姿勢などに配慮しながら幼児と触れ合おうと考えている。

	4 ⑤　幼児との触れ合い活動Ⅱ
	幼児の発達や生活の特徴を踏まえ，幼児に応じた関わり方について理解するとともに，適切に触れ合うことができる。
	○集合場所で点呼，移動について安全確認を行い，幼稚園へ移動する。
これまでの学習や計画に基づいて，幼児と楽しく触れ合おう。




○幼稚園代表者の方に挨拶し，本時の課題，活動終了時間，終了後の集合場所を確認する。

○交流グループごとに触れ合い活動を行う。
　・観点に基づき，観察する。　

○幼稚園の方に挨拶をし，中学校へ移動する。

○教室に入り，本時気付いたことや学んだことをまとめる。
最初はコミュニケーションをとるのが難しかった。けれど，笑顔を心がけて活動しているうちに，○○ちゃんが，私の顔を見て話をしてくれるようになってきて，自分もどんどん楽しくなってきた。言葉かけや表情が大切であることを実感した。






	

・実習中，幼児と上手く関わり合えない生徒や班には，教師が仲立ちとなって，幼児とかかわるきっかけ作りの支援をする。




【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児の発達や生活の特徴を踏まえ，幼児に応じた関わり方について理解するとともに，適切に触れ合うことができる。

	⑥　幼児との触れ合い活動Ⅱの振り返り
	幼児とのよりよい関わり方について問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付けることができる。
	○「触れ合い活動」の感想を交流する。
幼児の成長によりよく関わるにはどうしたらよいか。




○触れ合い活動を行って，気付いたことや感想，計画した手立てに対する幼児の反応を振り返り，お礼状やレポートにまとめる。

○振り返りを交流する。

○交流したことに基づいて，幼児と触れ合うときに心がけるとよいことを整理する。

○本題材での学習を振り返り，これから幼児と関われそうな場面を想定し，どのような関わり方をするとよいかまとめる。
仲間の発言からも，幼児の思いを大切にして関わることの大切さがわかった。年末年始には親戚が集まるので，いとこの○○ちゃんと遊ぶときにも，○○ちゃんの興味のある遊びを聞いて身近な道具を生かして遊びたい。





	


・観察の観点に基づいて，気付いたことや思ったことを宿題でまとめておく。それをもとに，レポートにまとめる。

・交流を通して，発達段階による特徴や接し方の違いを確認する。
　　　　

【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫
幼児とのよりよい関わり方について，課題解決に向けた一連の活動を振り返って，改善し，考察したことを表現し，まとめている。





